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新  春

特  集

行
く
年  
あ
っ
さ
ぶ
の
一
年

2016年の厚沢
部町の主な出
来事を 『広報
あっさぶ』 で
ふりかえります。

道
の
駅
『
あ
っ
さ
ぶ
』

▲国土交通省「重点道の駅」に認定（3月号）▲8月13日「売上額最高記録」を更新（9月号）

厚沢部町４大まつり盛況に開催

▼満開の桜の下「館城跡まつり」開催（6月号）▼雨にも負けず「鶉温泉まつり」開催（8月号）

▲大勢が訪れた「ふるさと夏まつり」（9月号）▲豊穣に感謝「農協まつり大収穫祭」（11月号）

『
コ
ロ
ッ
ケ
』
を
P
R

▲メークインコロッケコンテスト（4月号）▲ジャンボコロッケが絵本に（11月号）
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2
0
1
6
年
の
あ
ゆ
み

2016年も広報
あっさぶをご
覧いただき誠
にありがとう
ございました。

日
本
ハ
ム
イ
ベ
ン
ト
▲「あなたの街とファイターズ」開催（7月号）▲厚沢部後援会が「祝勝会」を開催（12月号）

道外の大学生が厚沢部町で学ぶ

▼法政大学現代福祉学部の５名（3月号）▼中部学院大学短期大学の９名（10月号）

▲愛知学院大学経営学部の６名（10月号）▲奈良教育大学の６名（12月号）

厚
沢
部
町
が
全
国
に

放
送
さ
れ
ま
し
た

▲5月30日、ＮＨＫ「鶴瓶の家族に乾杯（毎週月曜午後7時30分より）」で全国放送されました。
（写真は4月27日のロケ風景。広報あっさぶでは放送日前のため掲載を自粛しました）

 時 
と

 間 
き

刻 む
を
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「
幸
せ
を
実
感
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
」
に

今
年
も
全
力
で

◇　
　

◇　
　

◇

　

昨
年
は
、第
3
次
安
倍
再
改
造

内
閣
が
発
足
し「
未
来
チ
ャ
レ
ン

ジ
内
閣
」と
命
名
。早
期
デ
フ
レ
脱

却
に
努
め
る
た
め
、経
済
を
最
優

先
課
題
と
し
て
、未
来
へ
の
投
資

を
大
胆
に
行
う
第
2
次
補
正
予
算

が
成
立
し
ま
し
た
。

　

本
町
に
お
い
て
も
地
方
創
生
総

合
戦
略
の
施
策
へ
積
極
的
に
活
用

し
て
い
く
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

本
町
は
、4
つ
の
基
本
目
標
を

定
め
、今
後
5
年
間
の
総
合
戦
略

を
策
定
し
ま
し
た
。

　

総
合
戦
略
で
は
、　

年
後
の
目

25

標
人
口
を
3
，0
0
0
人
と
定
め

住
み
よ
い
厚
沢
部
町
を
築
い
て
い

く
た
め
の
様
々
な
施
策
を
積
極
的

に
展
開
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、本
年
8
月
稼
働
を
目
指

し
、学
校
給
食
や
保
育
所
、高
齢
者

地
震
で
は
、2
度
の
地
震
発
生
で

住
家
の
倒
壊
に
よ
る
多
く
の
死
傷

者
と
住
民
避
難
を
余
儀
な
く
さ
れ

ま
し
た
。

　

北
海
道
で
は
、8
月
に
連
続
し

て
4
つ
も
の
台
風
が
上
陸
、通
過

し
、台
風　

号
で
は
道
東
を
中
心

10

に
甚
大
な
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し

た
。本
町
も
こ
の
台
風
の
影
響
に

よ
り
、農
作
物
を
中
心
に
被
害
を

受
け
ま
し
た
。

　

近
年
の
台
風
を
は
じ
め
と
し
た

自
然
災
害
が
頻
繁
に
発
生
す
る
要

因
は
、地
球
の
温
暖
化
と
も
言
わ

れ
て
い
ま
す
が
、今
年
は
安
定
し

た
気
候
に
恵

ま
れ
、安
心
し

て
暮
ら
せ
る

こ
と
を
切
に

願
う
も
の
で

あ
り
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
、明
け
ま
し
て
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

希
望
に
満
ち
た
平
成　

年
の
輝

29

か
し
い
新
春
を
皆
様
と
共
に
迎
え

ら
れ
ま
す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

一
昨
年
、私
は
町
民
皆
様
の
温

か
い
ご
支
持
を
い
た
だ
き
ま
し
て

無
投
票
当
選
の
栄
に
浴
し
、本
年

3
期
2
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。町

政
を
担
う
責
任
の
重
さ
を
か
み
し

め
、こ
れ
か
ら
も
全
力
で
町
政
の

発
展
と
町
民
皆
様
が
、真
に
幸
せ

を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
新

た
に
し
て
お
り
ま
す
。

   　
　

◇　
　

◇　
　

◇

　

昨
年
は
、日
本
各
地
で
地
震
や

豪
雨
、台
風
に
よ
る
自
然
災
害
が

多
か
っ
た
年
で
あ
り
ま
す
。

　

特
に
、4
月
に
発
生
し
た
熊
本

厚
沢
部
町
長

渋 
田 
正 
己

副 町 長

松 橋　道 雄

◆
保
健
福
祉
課

課　
　

長　
　

笹　

森　

浩　

明

　
　
　
　
　
　

三　

橋　

玲　

子

主　
　

幹　
　

朝　

倉　

な
お
み  

   

〃　

 
 　

斉　

藤　

紋　

子

　
　
　
　
　
　

木　

村　

千　

律

福
祉
介
護
係
長　
　
　

太　

田　

聡　

子

　
　
　
　

板　

坂　
　
　

勇

福
祉
介
護
係　
　

丸　

山　

祐　

樹

　
　
　
　
　
　

石　

田　

和　

子

　
　
　
　
　
　

藤　

岡　

智　

恵

健
康
増
進
係　
　

佐　

藤　

淳　

哉

　

〃 

　
　

並　

川　

麻　

子

　

〃 　
　
　

奈　

良　

陽　

子

　

〃 　
　
　

菊　

池　

麗　

奈

住
民
年
金
係
長　
　

中　

里　

孝　

子

　
　
　
　
　
　
　
  

小　

森　

賢　

人

国
保
係
長　
　

森　
　
　

ゆ
か
り

　
　
　
　
　
　

増　

田　
　
　

聡

生
活
環
境
係
長　
　

木　

口　

孝　

志

◆
総
務
政
策
課

　
　
　
　
　
　

朝　

倉　

秀　

美

主　
　

幹　
　

津　

野　
　
   
修

総
務
係
長　
　

小　

西　

智　

晴

総

務

係

 

　
　

福　

田　

亜
矢
子

　

〃　

　
　

飴　

谷　

美　

咲

　
　
　
　
　
　

東　

谷　

幸　

弘

住
民
運
動
係　
  　

川　

瀬　

皓　

太

政
策
振
興
係
長　
　

三　

戸　

康　

彰

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

正　

秀

総
務
政
策
課
෇

 

　
　
  

石　

井　

淳　

平

◆
税
務
財
政
課　
　
　
　
　
　

課　
　

長　
　

竹　

中　
　
　

学

　
　
　
　
　
　

石　

村　

和　

子

財
政
係
長　
　

安　

田　
　
　

光

財

政

係　
　

吉　

田　

友　

耶

課
税
収
納
係
長　
      

藤　

田　

智　

美

　
　
　
　
　
　
　
  

船　

瀬　

祥　

太

課
税
収
納
係　
  　

大　

山　

剛　

弘

　

〃　

　
　

堂　

下　

貴　

宏

課

長

補

佐

兼

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
長

主
幹
兼
健
康
増
進

係
長
兼
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
係

兼
福
祉
介
護
係

課
税
収
納
係
兼

経

理

管

財

係

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
係
主
査

兼
健
康
増
進
係

福
祉
介
護
係

主

査

健
康
増
進
係

主

査

主

幹

兼

経
理
管
財
係
長

住
民
運
動
係

主

査

住
民
年
金
係

兼

国

保

係

教 育 長

中 井　文 夫

課

長

兼

住
民
運
動
係
長

総
務
政
策
課
主
査

（

再

任

用

） 謹謹謹謹謹謹謹謹謹謹
賀賀賀賀賀賀賀賀賀賀
新新新新新新新新新新

謹
賀
新
年年年年年年年年年年年

国
保
係
主
査

兼
住
民
年
金
係

年 

頭 

ご 

挨 

拶
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宅
へ
の
配
食
、災
害
時
の
炊
き
出

し
対
応
が
で
き
る
総
合
給
食
セ
ン

タ
ー
の
建
設
が
進
ん
で
お
り
ま

す
。こ
れ
ま
で
、3
町
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
で
配
食
で
き
な
か
っ
た
米

飯
も
提
供
で
き
、給
食
メ
ニ
ュ
ー

に
は
地
元
産
の
食
材
を
取
り
入
れ

地
産
地
消
を
推
進
し
ま
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、細
胞
内

の
た
ん
ぱ
く
質
を
分
解
す
る
仕
組

み（
オ
ー
ト
フ
ァ
ジ
ー
）を
解
明
し

た
大
隅
良
典
東
京
工
業
大
学
栄
誉

教
授
が
ノ
ー
ベ
ル
生
理
学
・
医
学

賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。今
回
の

受
賞
に
よ
り
日
本
人
ノ
ー
ベ
ル
賞

受
賞
者
は　

人
と
な
り
ま
し
た
。

25

2
0
0
1
年
以
降
で
は
日
本
人
科

学
系
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
が　
16

人
。ア
メ
リ
カ
に
次
い
で
世
界
第

2
位
と
な
り
日
本
科
学
の
水
準
の

高
さ
を
示
す
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
、日
本

は
金　

個
を
含
む　

個
の
メ
ダ
ル

12

41

を
獲
得
し
、過
去
最
高
の
成
績
と

な
り
、粘
り
強
く
最
後
ま
で
諦
め

な
い
選
手
の
ひ
た
む
き
な
姿
は
、

私
た
ち
に
感
動
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

　

夏
の
全
国
高
校
野
球
選
手
権
大

会
で
は
、北
海
高
校
が
準
優
勝
を

成
し
遂
げ
、道
内
勢
で
は
過
去
2

回
優
勝
の
駒
大
苫
小
牧
高
校
に
次

ぐ
大
健
闘
で
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、プ
ロ
野
球
で
は
、北
海
道

日
本
ハ
ム
フ
ァ
イ
タ
ー
ズ
が　

年
10

ぶ
り
の
日
本
一
に
輝
き
、サ
ッ

カ
ー
で
は
、北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー

レ
札
幌
が
J
2
優
勝
に
よ
り
、5

年
ぶ
り
の
J
1
昇
格
と
な
り
、北

海
道
民
と
し
て
誇
り
に
思
う
明
る

い
出
来
事
で
あ
り
ま
し
た
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

昨
年
3
月　

日
、待
望
の
北
海

26

道
新
幹
線
が
開
業
い
た
し
ま
し

た
。開
業
か
ら
9
カ
月
が
経
ち
ま

し
た
が
、こ
れ
ま
で
の
在
来
線
を

大
幅
に
上
回
る
本
州
か
ら
の
利
用

客
が
あ
り
、道
南
各
地
へ
の
観
光

客
の
流
れ
も
多
く
、国
土
交
通
省

か
ら
重
点
指
定
を
受
け
た
当
町
の

『
道
の
駅
』で
は
、利
用
客
数
と
販

売
額
と
も
増
加
し
ま
し
た
。

　

檜
山
の
玄
関

口
で
あ
る『
道
の

駅
あ
っ
さ
ぶ
』の

更
な
る
拡
充
を

図
っ
て
い
く
考

え
で
あ
り
ま
す
。

年頭ご挨拶

◇　
　

◇　
　

◇

　

今
年
は
酉（
鶏
）年
。卵
を
産
ん

で
く
れ
る
家
畜
と
し
て
大
切
に
さ

れ
、十
二
支
の
中
で
も
な
じ
み
深

い
鶏
は
、日
の
出
前
に
は
激
し
く

高
い
声
で
鳴
き
、古
く
は
、そ
の
声

で
時
刻
を
確
認
し
て
い
た
と
も
い

わ
れ
、中
国
で
は
、時
を
知
る
動
物

と
も
言
わ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
も
そ
も
鳥
と
い
う
動
物
は
、

闇
を
払
っ
て
太
陽
を
呼
び
出
す
力

が
あ
る
と
さ
れ
、豊
か
な
実
り
の

象
徴
と
も
さ
れ
て
き
た
よ
う
で

す
。鳥
は
神
の
お
つ
か
い
で
も
あ

り
、神
社
の「
鳥
居
」は
、神
の
入
口

と
い
う
意
味
で
、伊
勢
神
宮
に
は
、

多
く
の
鶏
が
い
ま
す
。

　

ま
た
、鶏
は
夜
鳴
き
を
し
な
い

こ
と
か
ら
子
ど
も
の
夜
鳴
き
封
じ

や
咳
止
め
に
も
霊
験
が
あ
る
と
い

わ
れ
、卵
を
温
め
育
て
る
姿
も
相

ま
っ
て
、生
育
の
お
守
り
と
し
て

尊
ば
れ
、子
孫
繁
栄
、家
内
安
全
な

ど
を
祈
願
し
て
鶏
の
絵
馬
を
奉
納

す
る
と
こ
ろ
も
あ
る
そ
う
で
す
。

◇　
　

◇　
　

◇

　

町
民
の
皆
さ
ま
の
、ご
健
康
と

ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上

げ
、年
頭
の
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

会
計
管
理
者

兼
出
納
係
長

◆
厚
沢
部
保
育
所

　
 

所 

長　
　

朝　

倉　

な
お
み

（兼）主
任
保
育
士　
　

橋　

端　

純　

恵

　
　
　
　
　
　

赤　

石　

峰　

子

◆
鶉
保
育
所

　
 

所 

長　
　

斉　

藤　

紋　

子

（兼）主
任
保
育
士　
　

西　

村　

智　

香

◆
館
保
育
所

　
 

所 

長　
　

斉　

藤　

紋　

子

（兼）主
任
保
育
士　
　

小　

橋　

朱　

理

給
食
係
主
査　
　

坂　

下　

重　

子

◆
農
林
商
工
課

課　
　

長　
　

前　

野　

宏　

之

主　
　

幹　
　

安　

達　

達　

也

　

〃 　
　
　

沼　

下　

利　

広

農
業
振
興
係
長    　

中　

川　

一　

秀

　
　
　
　
　
　
　
 

能　

代　

一　

史

　
 

　
　
　

田　

中　

将　

之

　
　
　
　
　
　

佐　

藤　

秀　

一

　
　
　
　
　
        

藤　

八　

伸
太
郎

　
　
　
　
　
　

荒　

木　

敬　

仁

商
工
観
光
係
長　
      

杉　

野　
　
　

剛

◆
建
設
水
道
課

　
　
　
　
　
　

中　

野　

健　

二

　
　
　
　
　
　

万　

所　

貴　

之

　
　
　
　
　
　

中　

田　

光　

昭

土

木

係

 

　
　

大　

森　

秀　

行

　
　
　
　
　
   
佐　

藤　

武　

徳

                    
黒　

田　
　
　

寛

蛯　

名　

拓　

斗

 　
　
　
　
　
  
安　

沢　

富
士
子

　
　
　
　
　
　

福　

島　
　
　

耕

上
下
水
道
係　
　

久
保
田　

和　

敏

　
　
　
　
　
　

鈴　

木　

悦　

郎

◆
出
納
課

　
　
　
　
　
　

佐
々
木　

千
恵
子

出
納
係
主
査　
　

紺　

野　

和　

美

◆
議
会
事
務
局

事
務
局
長　
　

合　

浦　

博　

昭

総
務
係
長　
　

森　
　
　

英　

治

◆
農
業
委
員
会
事
務
局

　

事
務
局
長　
　

前　

野　

宏　

之

（兼）
　
　
　
　
　
　

服　

部　

常　

人

　

総
務
係　
　

能　

代　

一　

史

（兼）◆
教
育
委
員
会
事
務
局

事
務
局
長　
　

高　

野　

政　

人

主　
　

幹　
　

三　

上　

光　

憲

学
校
教
育
係
長

 

　
   　

二　

宮　

和　

之

学
校
教
育
係　
　

上　

條　

公　

大

社
会
教
育
係
長　
　

中　

里　

知　

弘

社
会
教
育
係　
　

青　

柳　

秀　

和

　
 

〃 

佐　

藤　

優　

平

◆
派
遣

素
敵
な
過
疎
づ
く
り
㈱

室
長
（
再
任
用
） 

森　
　
　

稔　

彦

北
海
道
農
政
部
生
産
振
興
局

　
　
　
　
　
　

上　

戸　

陽　

介

渡
島
・
檜
山
地
方
税
滞
納
整
理
機
構

　
　
　
　
　
　

首　

藤　

浩　

平

管

理

係

兼

住
宅
施
設
係

土

木

係

長

（
土
地
連
か
ら
派
遣
）

農
村
整
備
係
長

農
業
振
興
係
（
活
性

化
セ
ン
タ
ー
勤
務
）

管

理

係

長

兼

土

木

係

住
宅
施
設
係
長

兼

管

理

係

兼

建

築

係

主

幹

兼

総

務

係

長

給
食
係
主
査

（
再
任
用
）

農
業
振
興
係

主

査

林
業
振
興
係
長

林

業

振

興

係

兼
農
業
振
興
係

課

長

兼

建

築

係

長

建

築

係

兼

住
宅
施
設
係

上
下
水
道
係

主

査

上
下
水
道
係
長

建
設
水
道
課
主
査

（

再

任

用

）
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衆
国
大
統
領
選
挙
で
、大
方
の
予

想
を
覆
し
ト
ラ
ン
プ
氏
が
勝
利
。

昨
年
、大
筋
合
意
に
至
っ
た
Ｔ
Ｐ

Ｐ（
環
太
平
洋
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
）協
定
か
ら
の
離
脱
を
明
言
し
、

も
し
実
行
に
移
さ
れ
れ
ば
、海
外

か
ら
の
安
価
な
農
作
物
の
流
通
は

無
く
な
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、

将
来
的
に
は
日
本
全
体
の
成
長
戦

略
の
行
き
詰
ま
り
が
懸
念
さ
れ
ま

す
。

　

こ
の
よ
う
に
日
本
社
会
を
取
り

巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
す
る
中

で
、地
方
行
政
の
果
た
す
べ
き
役

割
と
責
任
は
、益
々
大
き
く
、少
子

化
の
流
れ
に
歯
止
め
を
か
け
、将

来
に
わ
た
っ
て
活
力
あ
る
社
会
を

維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、地
域

の
自
主
性
、主
体
性
を
発
揮
し
た

地
方
創
生
の
取
組
を
推
進
し
て
い

く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考
え
ま

す
。

　

議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、よ

り
開
か
れ
た
わ
か
り
や
す
い
議
会

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

輝
か
し
い
平
成　

年
の
新
春
を

29

町
民
の
皆
様
と
共
に
迎
え
ら
れ
ま

す
こ
と
を
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　

併
せ
て
、皆
様
に
は
日
頃
か
ら

議
会
に
対
し
ま
し
て
、温
か
い
ご

理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
心
か

ら
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す

　

さ
て
、昨
年
を
振
り
返
っ
て
み

ま
す
と
、国
政
に
お
い
て
は
、有
権

者
を　

歳
ま
で
引
き
下
げ
た
初
の

18

国
政
選
挙
で
あ
る
第　

回
参
議
院

24

議
員
通
常
選
挙
が
執
行
さ
れ
ま
し

た
。消
費
増
税
の
延
期
や
ア
ベ
ノ

ミ
ク
ス
を
争
点
に
、若
者
の
関
心

が
問
わ
れ
た
選
挙
で
し
た
が
、　

、
18

　

歳
の
抽
出
調
査
で
は
約　

％
の

19

45

投
票
率
に
と
ど
ま
り
、結
果
に
つ

き
ま
し
て
は
、自
・
公
与
党
が
改
選

過
半
数
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、　

月
に
は
ア
メ
リ
カ
合

11 厚
沢
部
町
議
会
議
長

鈴 
木  
祥 
司

▼
総
務
文
教
常
任
委
員
会

委 

員 

長 

佐
々
木　
　
　

宏

副
委
員
長 

下
川
部　

洋　

伸

委　
　

員 
 

加　

藤　

古
志
男

委　
　

員    
浜　

塚　

久　

好

▼
産
業
厚
生
常
任
委
員
会

委 

員 

長 

髙　

田　

一　

弥

副
委
員
長 

松　

村　

松　

雄

委　
　

員 　

中　

山　

俊　

勝

委　
　

員    
只　

野　
　
　

勲

委　
　

員    
山　

崎　
　
　

孝

副議長

加藤古志男

運
営
を
行
い
な
が
ら
、行
政
運
営

の
監
視
と
チ
ェ
ッ
ク
機
能
の
強
化

を
図
り
、厚
沢
部
町
に
生
ま
れ

育
っ
た
こ
と
に
誇
り
と
自
信
を
持

て
る「
安
全
で
安
心
し
て
暮
ら
せ

る
ま
ち
づ
く
り
」の
た
め
に
、そ
の

職
責
を
果
た
し
て
ま
い
り
ま
す
所

存
で
す
。

　

本
年
も
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、

迎
え
ま
し
た
新
年
が
皆
様
に
と
っ

て
素
晴
ら
し
い
年
で
あ
り
ま
す
よ

う
ご
祈
念
い
た
し
ま
し
て
年
頭
の

挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。

◆
国
保
病
院

院　
　

長　
　

佐
々
木　

紀　

仁

෭

院

長

 

　
　

木　

村　

一　

隆

医　
　

師　
　

南　

田　

英　

俊

事

務

長

 

　
　

森　
　
　

理　

生

　
　
　
　
　
　

北　

川　

広　

幸

　
　
　
　
　
　

林　
　
　

慶　

太

管
理
栄
養
士　
　

道　

島　

洋　

子

　
　

　

 
 
坂　

本　

和　

晃

薬
剤
師
長　
　

金　

澤　

潤　

子

看
護
師
長　
　

松　

橋　

和　

子

主
任
看
護
師　
　

中　

島　

育　

子

〃　
　
　
 
丹　

保　

麻　

美

〃　
　
　
 
鈴　

木　

ゆ
き
み

看

護

師　
　
 
中　

川　

麻　

子

〃　
　
　
 
桜　

井　

江
利
子

〃　
　
　
 
溝　

口　

真
由
美

〃　
　
　
 
中　

里　

珠　

美

〃　
　
　
 
高　

杉　

裕
美
子

〃　
　
　
 
國　

仙　

若　

子

〃　
　
　
 
山　

田　

応
里
絵

准
看
護
師　
　

蛯　

名　

美
由
紀

〃　
　
　
 
大　

滝　

美
千
代

〃　
　
　
 
岩　

田　

久
美
子

〃　
　
 　

宮　

越　

ひ
と
み

〃　
　
　
 
下
川
部　

紀　

子

〃（
再
任
用
）　
 

丸　

山　

奈
知
子

◆
厚
沢
部
消
防
署

署　
　

長　
　

相　

馬　
　
　

優

　
　

福　

田　

昭　

浩

　
　

中　

山　

博　

之

警
防
係
長　
　

松　

原　

茂　

樹

警

防

係

 

　
　

庄　

山　

一　

輝

〃　
　
　
 
唯　
　
　

大　

介

　
　
　
 
松　

神　

雅　

朗

　
　
　
 
森　

山　

泰　

凪

警

防

係

 

　
　

佐
々
木　

智　

也

予
防
係
長 

三　

崎　

慶　

智

　
　
　
  
酒　

井　

遵　

樹

管
理
係
長　
　

下
川
部　
　
　

純

　
　

並　

川　

光　

生

　
　
　
　
       
加　

澤　

寛　

明

救
急
係
長　
　

太　

田　

稔　

久

救
急
係
主
任

 

　
　

柴　

田　

直　

行

◆
教
育
委
員
会

委

員

長　
　

尾　

山　

君　

兆

委
員
（
教
育
長
） 

中　

井　

文　

夫

委　
　

員　
　

佐　

藤　

祐　

子

〃　
　
　

谷　

口　

智　

則

〃　
　
　

東　

谷　

弥　

生

◆
農
業
委
員
会
（
議
席
番
号
順
）

会　
　

長　
　

相　

良　

一　

之

会
長
代
理　
　

外　

﨑　
　
　

明

委　
　

員　
　

佐　

藤　

龍　

也

〃　
　
　

松　

橋　

保　

美

〃　
　
　

高　

田　
　
　

隆

〃　
　
　

佐　

藤　

美
登
子

〃　
　
　

下
川
部　
　
　

洋

〃　
　
　

吉　

田　
　
　

藍

〃　
　
　

奈　

良　

正　

人

〃　
　
　

小
野
寺　
　
　

孔

〃　
　
　

青　

山　
　
　

隆

〃　
　
　

下
川
部　

耕　

二

〃　
　
　

木　

口　

幸　

弘

〃　
　
　

廣　

田　
　
　

誠

◆
選
挙
管
理
委
員
会

委

員

長　
　

佐　

藤　

征　

勝

委　
　

員　
　

鷲　

田　

寿　

永

〃　
　
　

田　

畑　

敏　

幸

〃　
　
　

木　

村　

敏　

彦

主
幹
兼
総
務
係
長

兼

医

事

係

臨

床

検

査

技

師

長

医

事

係

長

兼

総

務

係

主

幹

兼

危
険
物
係
長

主

幹

兼

庶

務

係

長

警

防

係

兼

予

防

係

警

防

係

兼

救

急

係

予

防

係

兼

危

険

物

係

管
理
係
主
任
兼

庶

務

係

主

任

管

理

係

兼

庶

務

係

新
年
の
ご
挨
拶
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農
業
委
員

農
業
委
員
会会
だ
よ
り

だ
よ
り

90

新
年
の
ご
挨
拶

　　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。年
頭
に
あ
た
り
謹

ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。ま
た
、日
頃
よ
り
農
業
委
員

会
活
動
に
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜

り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、台
風　

号
直
撃
に
よ

10

り
倒
状
の
目
立
つ
箇
所
が
各
地
域

で
見
ら
れ
ま
し
た
。被
害
に
あ
わ

れ
た
皆
様
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ

ま
す
。全
体
と
し
て
見
れ
ば
、そ
の

後
大
雨
に
見
舞
わ
れ
る
な
ど
の
大

き
な
自
然
災
害
は
な
く
、作
柄
は

ま
ず
ま
ず
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

さ
て
、今
年
は
農
業
委
員
会
に

と
っ
て
重
要
な
年
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
は
当
町
に
と
っ
て
農
業
委
員

会
制
度
改
正
後
、初
め
て
町
長
に

よ
る
選
任
制（
議
会
の
同
意
を
得

て
任
命
）が
行
わ
れ
る
か
ら
で
す
。

　

農
業
委
員
の
募
集
内
容
に
つ
い

て
は
、後
ほ
ど
町
広
報
誌
や
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
お
知
ら
せ
し
ま

す
の
で
、ご
確
認
い
た
だ
け
れ
ば

と
思
い
ま
す
。

　

選
任
後
は
、こ
れ
ま
で
の
任
意

事
務
で
あ
っ
た「
農
地
等
の
利
用

最
適
化（
担
い
手
へ
の
農
地
利
用

の
集
積
・
集
約
化
、耕
作
放
棄
地
の

発
生
防
止
・
解
消
、新
規
参
入
の
促

進
）の
推
進
」が
必
須
業
務
と
な

り
、新
体
制
の
農
業
委
員
会
の
責

務
は
、よ
り
一
層
重
く
な
り
ま
す
。

現
体
制
の
農
業
委
員
会
は
本
年
7

月　

日
迄
の
任
期
と
な
り
ま
す
が

19

「
農
地
の
番
人
」と
し
て
高
い
中
立

性
を
保
ち
、地
域
か
ら
信
頼
を
得

ら
れ
る
よ
う
引
き
続
き
誠
心
誠
意

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

農
業
は
、従
事
者
の
高
齢
化
、後

継
者
不
足
、鳥
獣
被
害
、自
然
災
害

に
よ
る
農
地
、農
作
物
等
被
害
対

策
な
ど
課
題
が
山
積
し
て
い
ま

す
。農
業
者
が
将
来
に
希
望
を
持

ち
、持
続
的
か
つ
発
展
性
の
あ
る

農
業
経
営
の
た
め
、長
期
的
な
観

▼
農
業
者
年
金
、売
買
・
貸
借
・
相
続
な

　

ど
農
地
に
関
す
る
こ
と
は
、農
業
委

　

員
会
事
務
局（
緯
6
4
‐
3
3
1
4
）

　

へ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

点
と
実
効
性
の
あ
る
政
策
と
支
援

が
必
要
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
も
、く
れ
ぐ
れ
も
農
作
業

事
故
や
農
薬
事
故
な
ど
を
起
こ
さ

な
い
よ
う
十
分
気
を
つ
け
て
い
た

だ
き
、皆
さ
ま
が
健
康
で
楽
し
く

過
ご
さ
れ
る
よ
う
願
い
年
頭
の
ご

挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

町

に

意

見

書

を

提

出

　
　

月　

日　

、町
に「
厚
沢
部
町

12

12

（月）

施
策
に
関
す
る
意
見
書
」を
提
出

し
ま
し
た
。意
見
書
の
主
な
内
容

は
下
記
の
と
お
り
で
す
。

１．持続的で安定的な農業経営の確立に向けて

(１) シストセンチュウのまん延防止や未然に被害を防止するための積極的な対策を。

(２) 将来の有望作物であるサツマイモと併せて、主力作物であるカボチャのキュアリング施設整備の検討を。

(３) 鳥獣被害に対応する狩猟者が高齢化し担い手不足が深刻化している。速やかに狩猟者の増員と育成強化を。

(４) 整備促進が図られるよう事業に対する支援も含め、個人負担の軽減等に関する施策の要請を。

２．多様な担い手の確保に向けた取組について

(１) 経営規模拡大には農業機械や施設の大型化が不可欠。国費事業では対象外となる施設や機械等に助成を。

(２) 新規参入希望者に対し就農支援施設の整備や体制強化、並びに、農家子弟後継者に支援する体制の強化を。

(３) 農業後継者に対する花嫁確保について、更なる効果的な取組の拡大を。

３．農業委員会体制の強化等について

(１) 農業委員会制度の新体制後の運営や執行体制、委員の待遇や研鑽に必要な研修にかかる予算の増額を。

(２) 今後も農業委員の農地諸制度及び実務研修の機会充実に向けた支援とともに、関係の諸制度・実務に精通し

　　た事務局職員の計画的な配置・確保を。

４．関係機関･団体等に向けた要請について

(１) 政府が進める農政改革やＴＰＰ対策について、農業者の将来に対する不安を払拭し、将来展望を見据え、意欲

　　的に農業経営に取り組めるよう長期的な視点に立つ経営安定対策等について、一層の充実と拡大が必要であ

　　ることから、持続的に農業経営が発展する制度や施策の拡大並びに法制化について引き続き要請を。

厚沢部町農業施策に関する意見書（一部抜粋）

厚沢部町農業委員会長

相 良 一 之

▲

意
見
書
の
趣
旨
を
説
明
す
る

　

相
良
会
長
と
外
﨑
会
長
代
理

新年のご挨拶

Vol.
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第
４
回
町
議
会
定
例
会

　

今
定
例
会
で
は
、　

年
度
各
会

28

計
補
正
予
算
や
条
例
の
制
定
案
等

が
審
議
さ
れ
た
ほ
か
、一
般
質
問

を
中
山
俊
勝
議
員
、山
崎
孝
議
員
、

加
藤
古
志
男
議
員
、佐
々
木
宏
議

員
の
4
氏
が
行
い
ま
し
た
。

　

な
お
、議
事
の
詳
細
は
、議
会
だ

よ
り
3
月
号
で
お
伝
え
し
ま
す
。

一
般
会
計
予
算
を
追
加

　
　

年
度
一
般
会
計
は
予
算
額
に

28
１
億
9
千
3
百
9
万
円
を
追
加

し
、総
額　

億
4
千
4
百　

万
5

48

60

千
円
と
し
ま
し
た
。主
な
内
容
は
、

人
事
院
勧
告
に
基
づ
く
職
員
人
件

費
、上
里
ふ
れ
あ
い
交
流
セ
ン

タ
ー
新
築
に
伴
う
備
品
購
入
費
、

後
継
就
農
者
奨
励
金
、町
内
橋
梁

点
検
業
務
委
託
料
、厚
沢
部
小
学

校
温
水
器
取
替
工
事
費
等
で
す
。

4
氏
が
一
般
質
問

　

中
山
議
員
は『
地
域
お
こ
し
協

力
隊
』と『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
の
確

　

町
で
は
、町
民
の
参
加
と
協
働

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
、

厚
沢
部
町
に「
住
ん
で
よ
か
っ
た
」

「
住
ん
で
み
た
い
」「
い
つ
ま
で
も

住
み
続
け
た
い
」と
思
え
る
、安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、個
性
豊
か

で
活
力
に
満
ち
た『
素
敵
な
過
疎

の
ま
ち
』を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
も
町
内　

カ
所
で
、ま

14

ち
づ
く
り
座
談
会
を
開
催
し
、町

民
や
議
会
議
員
等
延
べ
1
8
5
人

が
出
席
。ま
ち
づ
く
り
に
対
す
る

意
見
や
要
望
、地
域
が
抱
え
る
課

題
等
に
つ
い
て
懇
談
し
ま
し
た
。

　

な
お
、座
談
会
冒
頭
、町
よ
り
学

校
統
合
や
総
合
給
食
セ
ン
タ
ー
の

進
捗
状
況
、上
里
ふ
れ
あ
い
交
流

セ
ン
タ
ー
の
概
要
、農
業
委
員
会

や
国
民
健
康
保
険
制
度
の
改
正
等

に
つ
い
て
情
報
提
供
し
ま
し
た
。

　

現
在
、町
内
会
に
町
政
要
望
の

取
り
ま
と
め
を
依
頼
し
て
お
り
、

今
後
も
町
民
の
声
を
大
切
に
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

立
・
取
得
』、『
通
学
バ
ス
の
更
新
』

に
つ
い
て
、山
崎
議
員
は『
少
子
化

対
策
に
係
る
子
育
て
支
援
』と『
認

定
こ
ど
も
園
整
備
と
発
達
障
害
時

対
策
』に
つ
い
て
、加
藤
議
員
は
、

『
中
学
校
統
合
』と『
学
校
図
書
の

基
準
財
政
需
要
額
と
決
算
額
』に

つ
い
て
、佐
々
木
氏
は『
田
園
回
帰

の
実
現
へ
の
取
組
』と『
集
落
を
支

援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
』に
つ
い
て

質
問
。町
長
ら
と
白
熱
し
た
議
論

が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

月　

日　

か
ら
2
日
間
、第
4
回
町

12

12

（月）

議
会
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。主

な
議
事
内
容
は
次
の
と
お
り
で
す
。

まままままままままままままま
ちちちちちちちちちちちちちち
づづづづづづづづづづづづづづ
くくくくくくくくくくくくくく
りりりりりりりりりりりりりり
座座座座座座座座座座座座座座
談談談談談談談談談談談談談談

ま
ち
づ
く
り
座
談
会会会会会会会会会会会会会会会

　

月
1
日　

か
ら
5
日
間
、町
内　

会

12

（木）

14

場
で
ま
ち
づ
く
り
座
談
会
を
開
催
。

様
々
な
意
見
等
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

町
と
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

大
手
の
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
・
ジ
ャ

パ
ン
は
、　

月
8
日　

、
高
齢
者

12

（木）

ら
の
見
守
り
支
援
と
災
害
時
の
食

糧
・
日
用
品
等
の
物
資
供
給
の
協

力
に
関
す
る
2
つ
の
協
定
を
締
結

し
ま
し
た
。

　

当
町
に
は
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
厚

沢
部
町
店
が
本
町
に
あ
り
ま
す

が
、
協
定
締
結
に
よ
り
配
達
先
や

店
舗
を
訪
れ
る
高
齢
者
の
異
変
を

察
知
し
た
際
、町
に
連
絡
し
対
応
。

地
震
や
風
水
害
な
ど
大
規
模
な
災

害
が
発
生
し
た
際
に
は
、
水
や
食

糧
等
の
支
援
物
資
が
円
滑
に
供
給

さ
れ
、
日
常
生
活
が
守
ら
れ
ま
す
。

　

役
場
で
行
わ
れ
た
締
結
式
に

は
、
渋
田
町
長
と
セ
ブ
ン
イ
レ
ブ

ン
・
ジ
ャ
パ
ン
よ
り
福
田
陽
一
氏

と
西
館
敬
氏
、
厚
沢
部
町
店
の
深

見
広
三
オ
ー
ナ
ー
が
出
席
。
渋
田

町
長
は
「
高
齢
者
が
元
気
に
安
心

し
て
暮
ら
せ
る
よ
う
地
域
住
民
の

協
力
を
得
な
が
ら
政
策
を
推
進
し

て
い
る
が
、
そ
こ
に
セ
ブ
ン
イ
レ

ブ
ン
の
支
援
が
得
ら
れ
れ
ば
大
き

な
支
え
と
な
り
大
変
心
強
い
」
と

謝
意
。深
見
広
三
オ
ー
ナ
ー
は
「
地

域
に
愛
さ
れ
る
店
を
目
指
し
日
々

取
り
組
ん
で
い
る
が
、
今
後
も
安

全
・
安
心
な
町
づ
く
り
に
貢
献
す

る
た
め
町
と
連
携
を
密
に
し
て
い

き
た
い
」と
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
平
成　

年
8
月
に
発
生

25

し
た
記
録
的
豪
雨
に
よ
る
断
水
時

に
は
災
害
支
援
協
定
を
締
結
し
て

い
た
北
海
道
コ
カ
・
コ
ー
ラ
ボ
ト

リ
ン
グ
㈱
よ
り
飲
料
水
が
提
供
さ

れ
ま
し
た
。
給
水
所
に
来
る
こ
と

が
困
難
な
高
齢
者
宅
に
配
付
し
、

災
害
時
の
不
安
が
軽
減
さ
れ
町
民

の
生
活
が
守
ら
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
見
守
り
、
災
害
支

高
齢
者
見
守
り
、
災
害
支
援援

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
協

セ
ブ
ン
イ
レ
ブ
ン
と
協
定定
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電話番号担当委員氏名地区名

67‐2420佐々木　康　實美和

66‐2250門　間　紀美子富栄

64‐3524杉　村　憲　子松園町・上の山・緑町

67‐2901佐　藤　祐　子本町

64-3251近　藤　良　信新町１区

64-3917泉　　　エツ子新町２区

64-3357倉　谷　正　司赤沼町１区

64‐3961替　地　秀　子赤沼町２区

64‐3051佐々木　祥　子上里

67‐2644三　上　慶　光滝野・稲見・清水

65‐6148川　村　龍　子鶉

65‐6732三　上　良　子鶉町

65‐6170東　谷　道　子木間内・社の山・旭丘

65‐6011森　髙　貴　子相生・共和

66‐2734澤　口　安　秀新栄・当路

66‐2917大　森　たか子南館町・城丘

66‐3677谷　口　匡佐子館町1区・中館（甲線）

66‐2254松　原　ケイ子館町2区・中館（乙線）

66-2131尾留川　ゆかり館町３区

66‐2536渡　部　弘　子富里・須賀

　
　

月
1
日　

、
3
年
に
一
度
の
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
全
国
一
斉
改

12

（木）

選
を
実
施
。
厚
生
労
働
大
臣
と
北
海
道
知
事
よ
り
左
記
の　

名
の
方
が
委

20

嘱
さ
れ
、
ま
た
、町
か
ら
は
厚
沢
部
町
福
祉
委
員
も
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

民
生
・
児
童
兼
福
祉
委
員
は
、高
齢
者
や
障
が
い
者
、ひ
と
り
親
家
庭
な

ど
の
福
祉
向
上
や
児
童
の
健
全
育
成
に
向
け
、あ
な
た
の
地
域
で
身
近
な

相
談
相
手
と
な
り
、地
域
住
民
と
行
政
と
の
パ
イ
プ
役
を
担
い
ま
す
。

　

ま
た
、厚
沢
部
町
で
は　

歳
以
上
の
独
居
世
帯
、　

歳
以
上
の
高
齢
者
世

70

80

帯
な
ど
を
対
象
に
1
ヶ
月
に
1
回
訪
問
し
、安
否
確
認
を
行
う「
愛
の
ふ
れ

あ
い
訪
問
事
業
」も
民
生
・
児
童
委
員
が
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

各
委
員
に
は
守
秘
義
務
が
あ
り
個
人
の
秘
密
は
守
ら
れ
ま
す
の
で
、
何

か
困
り
ご
と
悩
み
ご
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

民民民民民民民民民民
生生生生生生生生生生
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員
・・・・・・・・・・
児児児児児児児児児児
童童童童童童童童童童
委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員

民
生
委
員
・
児
童
委
員
ををををををををををを
改改改改改改改改改改
選選選選選選選選選選
改
選

おおおおおおおおおお
気気気気気気気気気気
軽軽軽軽軽軽軽軽軽軽
にににににににににに
ごごごごごごごごごご
相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談
くくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだ
ささささささささささ
いいいいいいいいいい

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
！！！！！！！！！！！

※本町の佐藤祐子さんと館町１区の谷口匡佐子さんには

　主任児童委員も委嘱されています。

民生委員・児童委員兼福祉委員名簿

　　

退
任
さ
れ
た
木
下
榮
会
長
の
後

を
引
き
継
ぐ
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

役
場
職
員
時
代
の
平
成　

年
6

23

月
以
来
、
5
年
ぶ
り
に
民
生
・
福
祉

業
務
に
就
く
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

幅
広
い
活
動
を
行
う
民
生
・
児
童
委

員
は
全
く
の
素
人
で
す
。

　

木
下
前
会
長
を
中
心
に
運
営
し

て
き
た
協
議
会
の
足
手
ま
と
い
と

な
ら
な
い
よ
う
、　

人
の
委
員
と
情

19

報
交
換
を
図
り
、
知
恵
を
出
し
合
い

な
が
ら
務
め
て
参
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

新会長

近 藤 良 信さん

高
橋
建
設
に

感
謝
状
を

贈
呈

照
明
灯
２
基
の
長
寿
命
化
に
寄
与

　

町
は
、
施
設
の
長
寿
命
化
に
寄

与
し
、
町
道
保
全
の
向
上
に
貢
献

し
た
㈱
高
橋
建
設（
高
橋
千
尋
社

長
）
に
対
し
て
、　

月
9
日　

、感

12

（金）

謝
状
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

　

同
社
は
、
経
年
劣
化
等
が
原
因

に
よ
る
町
道
当
路
新
栄
線
の
道
路

照
明
灯
2
基
の
サ
ビ
や
腐
食
防
止

の
た
め
、無
償
で
塗
装
作
業
を
実

施
し
、町
道
の
保
全
向
上
に
多
大

な
貢
献
を
さ
れ
ま
し
た
。

狩猟免許試験について
　２月５日（日）、渡島振興局にて「狩猟免許試験」が開

催されます。（申請期間は１月20日迄）

　前回、都合がつかなかった方は、是非この機会に参加

してください。

　なお、猟友会江差支部では狩猟免許試験を受ける方

のために、予備講習（試験対策）を実施します。予備講習

への参加は任意ですが、しっかり

とした試験対策のために参加をお

勧めします。

記

日　時　１月21日（土）９時～17時

場　所　図書館視聴覚室

〔問い合わせ先〕

〇鳥獣被害全般に関すること

　町農林商工課林業振興係（TEL：64-3314）

〇狩猟免許試験に関すること

　渡島総合振興局保健環境部（TEL：0138-47-9439）
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厚
中
4
名
が
江
差
地
区
大
会
賞
を
受
賞

厚
沢
部
中
学
校
に
は
感
謝
状 

スポーツ少年団活動報告
☆第35回南檜山少年柔道大会☆

〔11月26日（土）上ノ国中学校武道場〕

○団体戦　小学校低学年の部　第３位

　　　　　小学校高学年の部　第３位

〔陶山凌寛・沢野陽・髙橋雷毅・石井透子・陶山凌久〕

○個人戦　小学４年生の部　第２位　石井透子（厚）

　　　　　小学６年生の部　第３位　沢野　陽（厚）

☆檜山管内スポーツ少年団柔道大会☆
〔12月18日（日）上ノ国中学校武道場〕

○個人戦

 　①小学校１年生の部　第３位　柴田　依蕗（厚）

 　②小学校３年生の部　第３位　陶山　凌久（厚）

 　③小学校４年生の部　第２位　石井　透子（厚）

 　④小学校６年生の部　第３位　石井　遼平（厚）

 　　小学校６年生の部　第３位　髙橋　雷毅（厚）

　

第　

回『
全
国
中
学
生
人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
函
館
地
方
大
会
』並
び
に

36

『
同
江
差
地
区
大
会
』に
お
い
て
、厚
沢
部
中
学
校
（
大
村
徳
則
校
長
）1
年

の
近
藤
美
羽
さ
ん
が
江
差
地
区
大
会
優
秀
賞
を
、
2
年
生
の
小
形
凌
太
郎

く
ん
と
澤
口
あ
み
さ
ん
、3
年
生
の
澤
出
紗
妃
さ
ん
が
同
奨
励
賞
を
受
賞
。

　

月　

日　

、同
校
で
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

12

20

（火）

　

今
回
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
は
、道
南
の
中
学
校　

校
よ
り　

名
（
江
差
地
区

27

537

大
会
に
は
7
校　

名
）が
応
募
。多
数
の
作
品
の
中
か
ら
厚
沢
部
中
の
4
名

171

が
選
ば
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、人
権
尊
重
の
重
要
性
と
豊
か
な
人
権
感
覚
を
向
上
さ
せ
る
取
組

を
長
年
に
わ
た
り
厚
沢
部
中
学
校
が
実
践
し
て
い
る
こ
と
に
対
し
て
、
檜

山
管
内
で
唯
一
、感
謝
状
が
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。

活活活活活活活活活活動動動動動動動動動動活動・・・・・・・・・・・功功功功功功功功功功績績績績績績績績績績をををををををををを称称称称称称称称称称ええええええええええ功績を称えててててててててててて

　11月25日（金）、鶉町の佐々木貞榮さん（75）に「経済

産業省所管功労調査員感謝状」と「統計功労者知事感

謝状」が、渋田町長より伝達されました。

　佐々木さんは、平成16年、統計調査員に委嘱され、

工業統計調査や国勢調査など計16調査に従事。国や

地域の状態を正しく示す、大切な情報が得られる統計

調査に長年尽力してきた功績を称えられました。

統統統統統統統統統統計計計計計計計計計計調調調調調調調調調調査査査査査査査査査査員員員員員員員員員員・・・・・・・・・・佐佐佐佐佐佐佐佐佐佐々々々々々々々々々々木木木木木木木木木木貞貞貞貞貞貞貞貞貞貞  統計調査員・佐々木貞榮榮榮榮榮榮榮榮榮榮榮ささささささささささんんんんんんんんんんさんににににににににににに

経経経経経経経経経経済済済済済済済済済済産産産産産産産産産産業業業業業業業業業業省省省省省省省省省省及及及及及及及及及及びびびびびびびびびび道道道道道道道道道道知知知知知知知知知知事事事事事事事事事事感感感感感感感感感感謝謝謝謝謝謝謝謝謝謝状状状状状状状状状状表表表表表表表表表表経済産業省及び道知事感謝状表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

　11月24日（木）、「北海道社会貢献賞」に鶉町納税貯

蓄組合（三上敏勝組合長）が、「納税功労者檜山振興局

長表彰」に富栄納税貯蓄組合（高田隆組合長）が選ば

れ、それぞれ幡宮輝雄檜山振興局長より表彰状と記念

品が伝達並びに贈呈されました。

　いずれの賞も納税思想の普及高揚、自主納税の推進

等に貢献したことが評価されたものです。

納納納納納納納納納納税税税税税税税税税税貯貯貯貯貯貯貯貯貯貯蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄蓄組組組組組組組組組組合合合合合合合合合合２２２２２２２２２２団団団団団団団団団団体体体体体体体体体体 納税貯蓄組合２団体ににににににににににに

道道道道道道道道道道社社社社社社社社社社会会会会会会会会会会貢貢貢貢貢貢貢貢貢貢献献献献献献献献献献道社会貢献賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞ととととととととととと檜檜檜檜檜檜檜檜檜檜山山山山山山山山山山振振振振振振振振振振興興興興興興興興興興局局局局局局局局局局長長長長長長長長長長賞賞賞賞賞賞賞賞賞賞表表表表表表表表表表檜山振興局長賞表彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰彰

人

権

作

文 

コ
ン
テ
ス
ト
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冬
に
は
、高
所
で
の
雪
下
ろ
し
作
業
中
の
転
落
や
屋
根
等
か
ら
の
落
氷

雪
に
よ
る
下
敷
き
事
故
、
暴
風
雪
に
巻
き
込
ま
れ
て
命
を
落
と
す
な
ど
の

悲
し
い
被
害
が
あ
り
ま
す
。

　

江
差
警
察
署
管
内
で
も
、
昨
年
2
月
に
屋
根
か
ら
の
落
氷
雪
で
2
名
の

方
が
怪
我
を
し
て
い
ま
す
の
で
、こ
の
種
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、次
の

こ
と
に
十
分
気
を
付
け
て
く
だ
さ
い
。

江
差
警
察
署
か
ら
の

お
願
い

『雪下ろし 外出前に 安全確認』
□  屋根の雪下ろしは複数で
　　雪下ろしをする際には、ハシゴを支えてもらったり、子どもや通
　行人の安全を確認したり、万一の際の救助作業のため複数人で行

　い、転落事故を未然に防止しましょう。

□  除雪機の使用は安全を確かめながら
　　除雪機に巻き込まれたり、下敷きになったりする事故が発生し
　ています。除雪作業に適した服を着て、周囲の安全を確認しながら

　作業し、その場を離れる時は必ずエンジンを止めましょう。

□  気象情報に注意
　　暴風雪や大雪警報が発表されたら、外出は避けましょう。
　　やむを得ず車で外出する時は、吹雪による見通しの悪化や吹き

　だまりなど、刻々と変化する冬道に合わせた安全運転に心掛けま

　しょう。防寒着や長靴、手袋、スコップ、牽引ロープを用意し、天候

　急変による立ち往生に備えましょう。

『
小
さ
な
優
し
さ
』

　

ま
た
あ
る
日
、病
院
の
食
事
を
食
べ
る
こ
と
が
で

き
な
い
時
に
は
、祖
父
の
好
き
な
塩
む
す
び
を
祖
母

が
頼
ん
で
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
作
っ
て
来
て
く

れ
ま
し
た
。そ
れ
を
祖
父
は
食
欲
が
な
い
な
が
ら
も

美
味
し
そ
う
に
食
べ
完
食
し
ま
し
た
。そ
ん
な

祖
父
の
姿
に
驚
き
ま
し
た
。

　

介
助
員
さ
ん
は
私
達
家
族
が
取
り
戻
せ
な

か
っ
た
祖
父
の
笑
顔
を
取
り
戻
し
て
く
れ
ま

し
た
。笑
顔
に
な
っ
た
祖
父
の
顔
が
心
に
深
く

残
り
、自
然
と
私
も
嬉
し
く
な
り
ま
し
た
。そ

れ
と
同
時
に
介
助
員

さ
ん
の
優
し
さ
に
心

を
打
た
れ
ま
し
た
。介
助
員
さ
ん
は
家
族
で

も
友
達
で
も
な
い
祖
父
を
思
い
や
り
、常
に

優
し
く
明
る
く
接
し
て
く
れ
ま
し
た
。介
助
員

さ
ん
の
家
族
の
よ
う
な
思
い
や
り
の
お
か
げ

で
祖
父
は
も
ち
ろ
ん
私
達
家
族
も
幸
せ
な
時

間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

人
の
心
を
動
か
す
の
に
特
別
な
方
法
が
必

要
な
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。日
常
の
ど
ん
な
小
さ

い
出
来
事
で
も
優
し
さ
を
忘
れ
ず
、た
だ
親
身
に
寄

り
添
え
ば
人
の
心
を
強
く
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
と

思
い
ま
し
た
。感
動
と
は
小
さ
な
優
し
さ
の
積
み
重

ね
だ
と
思
い
ま
す
。心
を
動
か
す
こ
と
は
簡
単
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、私
も
小
さ
な
こ
と
で
も
優
し
さ
を

持
ち
た
い
と
思
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　

　

私
の
祖
父
は
パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
と
い
う
原
因
不
明
の

難
病
を
抱
え
入
院
し
て
い
ま
し
た
。パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病

は
脳
が
萎
縮
す
る
病
気
で
手
の
震
え
や
歩
行
困
難
な
ど

様
々
な
運
動
障
害
が
出
て
き
ま
す
。最
終
的
に
は
認
知

症
に
似
た
症
状
が
見
ら
れ
寝
た
き
り
に
な
る
こ
と

も
多
く
あ
り
ま
す
。病
院
に
は
入
院
し
て
い
る
人

の
身
の
周
り
の
生
活
を
手
伝
う
介
助
員
さ
ん
と
い

う
人
が
い
て
入
院
し
て
い
る
人
が
快
適
に
過
ご
せ

る
よ
う
身
の
周
り
の
手
助
け
を
し
て
く
れ
ま
す
。

私
の
祖
父
も
病
気
の
た
め
介
助
員
さ
ん
が
お
世

話
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

一
昨
年
の
夏
休
み
、

祖
父
母
の
い
る
北
海
道
に
遊
び
に
行
っ
た
時
の

こ
と
で
す
。一
年
ぶ
り
に
祖
父
に
会
い
に
病
院

に
行
く
と
、め
っ
た
に
会
え
な
い
孫
の
姿
を
見
て

と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。で
す
が
、そ
の
数
日

後
、も
う
一
度
病
院
を
訪
れ
る
と
、祖
父
は
あ
ま
り

元
気
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。何
か
私
達
に
話
し

て
い
ま
し
た
が
、力
が
な
く
、は
っ
き
り
と
は
聞
き

取
れ
ま
せ
ん
で
し
た
。パ
ー
キ
ン
ソ
ン
病
が
進
む
と
幻

覚
な
ど
も
出
る
た
め
、私
が
話
し
か
け
て
も
反
応
が
な

く
、祖
父
と
の
会
話
が
な
か
な
か
成
り
立
ち
ま
せ
ん
で

し
た
。し
か
し
、介
助
員
さ
ん
が
来
た
途
端
、祖
父
は
嬉

し
そ
う
に
ニ
タ
ッ
と
笑
い
、自
分
か
ら
介
助
員
さ
ん
に

話
し
か
け
、介
助
員
さ
ん
も
笑
顔
で
ひ
た
む
き
に
聞
き
、

楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
ま
し
た
。

町
に
届
い
た

紹
介
し
ま
す

あっさぶ
oice声声声声声声声声声声声

館
町
・
西
里
加
代
子
さ
ん
の
孫
・
渡
辺
さ
く
ら
さ
ん（
中
３
・

川
崎
市
在
住
）が
祖
父
成
男
さ
ん（　

年
7
月　

日
永
眠
）の

28

28

お
見
舞
い
に
国
保
病
院
へ
訪
れ
た
時
の
心
境
を
作
文
に
し

送
っ
て
く
れ
ま
し
た
。内
容
を
一
部
抜
粋
し
紹
介
し
ま
す
。
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　11月19日（土）から12月11日（日）にかけて、
町内14地区の神社で『新嘗祭（にいなめさい）
と年越祭（山の神祭）』を実施しました。
　12月11日（日）は、八幡神社（美和）と大山祇
（おおやまつみ）神社（当路）を姥神大神宮よ
り神職２名が訪れ、本年の豊穣と無事に感謝
し、新年の健康と平穏を祈願しました。
　神職の鈴木利行さんは「来る年も皆さま元
気で良い年となりますように」と祈祷。神社
総代ら参拝者も思い思い祈念し、玉串を奉奠
（ほうてん）しました。

おじいちゃんのスピードの速さに驚きの表おじいちゃんのスピードの速さに驚きの表情情

豊穣を感謝。健康と平穏を祈豊穣を感謝。健康と平穏を祈願願
各神社『新嘗祭並びに年越祭』を実各神社『新嘗祭並びに年越祭』を実施施

人生の先輩と貴重なひと人生の先輩と貴重なひと時時
館中３年生が福祉ボランティアを実館中３年生が福祉ボランティアを実施施

若手農業者らが農業の魅力を発若手農業者らが農業の魅力を発信信
道南農業の将来について語り合道南農業の将来について語り合うう

紙芝居『白い魚とサメの子』を熱心に聞き取紙芝居『白い魚とサメの子』を熱心に聞き取るる

人の良い所に気付く心を育人の良い所に気付く心を育むむ
厚沢部小学校で『人権教室』を開厚沢部小学校で『人権教室』を開催催

　12月７日（水）、『道南地域の農業の将来に
ついて語り合うセミナー（北海道農政事務所
函館地域拠点主催）』が、町民交流センターで
開催され、農業者等約80名が参加しました。
　道南の若手農業者と関係職員によるパネ
ルディスカッションでは、今後の目標や担い
手確保に向けた意見等が紹介されました。
　熱心にメモを取っていた町農協青年部の
伊藤明博さんは「温暖化が及ぼす影響につい
て参考になった。今後も気象条件を意識して
営農していく」と意気込みを語りました。

　12月７日（水）から12日（月）にかけて、厚沢
部小学校（岡村宏安校長）１年生から５年生
を対象に『思いやりの心を育てる人権教室』
を開催。講師は町人権擁護委員の土谷氏、岩
田氏、松島氏の３名が務めました。
　７日（水）の３年生の道徳を土谷委員が担
当。紙芝居を用いて「自分らしさを大切に。友
達の良い所を気付き教えてあげて」と伝え、
お互いの良い所を発表し合い、早川李哉君は
青木怜音君の「文句を言わず最後まで頑張る
所」など多くの長所を伝えていました。

　12月６日（火）、館中学校（太多弘之校長）の
３年生が『ゆいま～る厚沢部』を訪れ、総合学
習の一環で福祉ボランティアを行いました。
　ボール回しや百人一首ではホール内は大
盛り上がり。紙芝居を上手に披露した伊勢谷
萌さんは「最初は緊張したけど、とても楽し
く充実した時間でした。たくさんお話でき人
生のアドバイスももらえました」と述べ、ゆ
いま～る厚沢部赤石ハウス長は「地域の方々
とのふれあいを大切にしています。是非施設
に足を運んで欲しい」と話してくれました。

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  あああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみみ

八幡神社福田武弘総代による玉串奉奠の様八幡神社福田武弘総代による玉串奉奠の様子子

役場農林商工課荒木敬仁氏も先進事例を発役場農林商工課荒木敬仁氏も先進事例を発表表
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地域の伝統行事を絶やさず地域の伝統行事を絶やさずにに
美和小学校で『クリもち会』を開美和小学校で『クリもち会』を開催催

鶉保育所の子どもたち大喜鶉保育所の子どもたち大喜びび
第一生命労働組合が絵本を寄第一生命労働組合が絵本を寄贈贈
　12月16日（金）、第一生命労働組合函館支部
（内藤要一執行委員長）より２名が鶉保育所
を訪れ子ども達に絵本セットを贈りました。
　第一生命労働組合函館支部は、平成６年度
より毎年チャリティーバザーを開催。今年度
も８月に函館市でバザーを開催し、収益金の
一部で絵本セットを購入して寄贈しました。
　贈呈式では、川口優悠ちゃん（６歳）が保育
所を代表し受け取り、保育所全員の元気な歌
声で感謝の気持ちを伝えました。

　12月11日（日）、美和小学校（清水勝也校長・児童
４名）で、美和地区の伝統行事『クリもち会』が開催
され、地域住民ら約50名が参加しました。
　当日は、昔ながらに臼と杵を使って餅をつき、鏡
餅を作ったり雑煮を食べたりと正月行事を体験。
その後、湯田サンタさん（新町）が急遽会場を訪れ、
クリスマスプレゼントが贈られました。
　一生懸命餅をついていた渋田佳志くん（６歳）は
「杵は重たかったけど、餅をつく感触が気持ち良
かった」と元気に話してくれました。　

毎年ご寄贈いただき心より感謝申し上げます毎年ご寄贈いただき心より感謝申し上げます。。

美和小閉校後も継続していくと地域の繋がりは頼もし美和小閉校後も継続していくと地域の繋がりは頼もしいい

良い子のみんなにプレゼン良い子のみんなにプレゼントト
うさぎサークル『クリスマス会』を開うさぎサークル『クリスマス会』を開催催

　12月20日（火）、うさぎサークル『クリスマス会』
が保健福祉センターあゆみで開催され、親子13組
が参加しました。
　うさぎサークルでは、就学前のお子さんをお持
ちのお母さん方の交流とお子さん同士の遊びの場
を提供しており、今年度は29組34人が登録（登録料
無料）。定期活動は毎週水曜日の午前10時から正午
まで、保健福祉センターあゆみで行っています。
　うさぎサークルに興味・関心のある方は、保健福
祉センター内の保健福祉課健康増進係・保健師（℡
64-3319）へ、お気軽にお問い合わせください。あゆみの巨大ツリーの前でサンタさんとともあゆみの巨大ツリーの前でサンタさんとともにに

ほっこりさつまいもを皆さんほっこりさつまいもを皆さんでで
町内農業者有志がさつまいもを寄町内農業者有志がさつまいもを寄贈贈
　12月20日（火）、渡部要氏（富里）らが、町と
ゆいま～る厚沢部、あっさぶ荘を訪れ、さつ
まいも計６箱を寄贈しました。
　さつまいもは焼酎喜多里の原料として契
約栽培されていますが、焼き芋や干し芋など
として販売できないかと町内農業者５名が
研究。今年初めて作付し収穫に成功した黄金
千貫・紅はるか・シルクスイートを入居者ら
に食べてもらおうと持参しました。ゆいま～
るの菊池勇子さん（91歳）は「厚沢部産さつま
いもが食べれるなんて」と喜んでいました。 あっさぶ荘の中野隆俊施設長に寄贈。さつまいもを前にほっこり笑あっさぶ荘の中野隆俊施設長に寄贈。さつまいもを前にほっこり笑顔顔

素素素素素素素素素素素敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵敵ななななななななななな過過過過過過過過過過過疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎疎ののののののののののままままままままままちちちちちちちちちちのののののののののののまちの  あああああああああああゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆゆみみみみみみみみみみみ
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今
回
は
、有
給
休
暇
や
時
間
外

勤
務
な
ど
の
労
働
問
題
に
つ
い
て

お
話
し
ま
す
。

年
次
有
給
休
暇
に
つ
い
て

　

み
な
さ
ん
は
、有
給
休
暇
を
取

得
し
て
い
ま
す
か
？

　

年
次
有
給
休
暇
は
、6
か
月
継

続
し
て
勤
務
し
、か
つ
、労
働
日
の

8
割
以
上
勤
務
し
た
労
働
者
に
対

し
て
、有
給
休
暇
を　

日
分
付
与

10

す
る
こ
と
を
労
働
基
準
法（　

条
39

1
項
2
項
）が
定
め
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
も
、労
働
者
が
希
望
す

る
日
に
必
ず
有
給
休
暇
を
取
得
で

き
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。使
用
者

側
の
業
務
遂
行
が
滞
っ
て
し
ま
う

場
合
が
あ
る
か
ら
で
す
。そ
の
た

め
労
働
基
準
法
で
は
、有
給
休
暇

の
付
与
が「
事
業
の
正
常
な
運
営

を
妨
げ
る
場
合
」に
は
年
次
有
給

休
暇
の
時
季
を
変
更
す
る
こ
と
が

で
き
る
と
定
め
て
い
ま
す（
同　
39

条
5
項
た
だ
し
書
き
）。

残
業
代
の
支
給
に
つ
い
て

　

残
業
代
に
つ
い
て
も
法
の
定
め

が
あ
り
ま
す
。法
は
、
時
間
外
、
休

日
、
深
夜
労
働
に
関
す
る
使
用
者

の
割
増
賃
金
支
払
義
務
を
定
め
て

い
ま
す（
同　

条
）。
た
だ
し
、労
使

37

協
定
で
変
形
労
働
時
間
制
が
定
め

て
あ
る
場
合
等
は
別
途
検
討
を
要

し
ま
す
。

　

時
間
外
労
働
と
は
1
日
8
時
間

週　

時
間
を
超
え
る
労
働
を
い
い

40
ま
す
。
ま
た
、
深
夜
労
働
と
は
午
後

　

時
か
ら
午
前
5
時
ま
で
の
労
働

10を
い
い
ま
す
。

仕

事

と

生

活

の

調

和

を

　

仕
事
は
、
私
た
ち
労
働
者
の
生

活
を
支
え
、生
き
が
い
や
喜
び
を

与
え
て
く
れ
る
も
の
で
も
あ
り
ま

す
が
、
仕
事
の
し
過
ぎ
は
か
え
っ

て
私
た
ち
労
働
者
の
生
活
を
脅
か

す
可
能
性
も
あ
り
ま
す
。

　

仕
事
と
生
活
の
調
和（
ワ
ー
ク

ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
）の
実
現
が
住

み
よ
い
社
会
の
実
現
に
つ
な
が
る

法
テ
ラ
ス
江

法
テ
ラ
ス
江
差差
通
信
通
信

労
働
問
題
に
つ
い
て

の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
住
み

よ
い
社
会
の
実
現
の
た
め
に
、労

働
者
も
使
用
者
も
、ま
ず
は
法
に

定
め
ら
れ
た
事
項
を
遵
守
す
る
こ

と
が
第
一
歩
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
す
。

　

有
給
休
暇
や
残
業
代
請
求
に
関

す
る
ご
相
談
、
そ
の
ほ
か
解
雇
や

退
職
勧
奨
に
関
す
る
ご
相
談
な

ど
、
労
働
問
題
に
関
す
る
ご
相
談

が
あ
り
ま
し
た
ら
、当
事
務
所
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

収
入
要
件
を
満
た
す
な
ど
場
合

に
よ
っ
て
は
無
料
で
法
律
相
談
を

受
け
ら
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ご
相
談
の
ご
予
約
は
、

0
5
0
‐
3
3
8
3
‐
5
5
6
3
へ

【
法
テ
ラ
ス
江
差

弁
護
士　

廣
田　

朋
子
】

62
▼
債
務
整
理
・
後
見
制
度
・
離
婚
手
続

　

き
・
相
続
な
ど
に
関
す
る
ご
相
談
は

　

法
テ
ラ
ス
江
差
事
務
所
へ
ご
連
絡

　

く
だ
さ
い
。

　
　

月　

日
か
ら　

月
1
日
に
か

11

30

12

け
て
、札
幌
市
で『
ス
マ
ー
ト
農
業

フ
ェ
ア
』が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ス
マ
ー
ト
農
業
と
は
、ロ
ボ
ッ

ト
技
術
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ（
情
報
や
通
信

に
関
す
る
技
術
）を
活
用
し
た
新

た
な
農
業
の
こ
と
で
、担
い
手
の

減
少
、進
む
高
齢
化
へ
の
対
策
と

し
て
近
年
注
目
を
浴
び
て
い
ま

す
。具
体
的
に
は
、Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ

ン
ス
や
ト
ラ
ク
タ
ー
の
自
動
操

舵
、ド
ロ
ー
ン
、ア
シ
ス
ト
ス
ー
ツ

等
、様
々
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
中
の
1
つ
で
あ
る
Ｇ
Ｐ
Ｓ

ガ
イ
ダ
ン
ス
は
ト
ラ
ク
タ
ー
の

カ
ー
ナ
ビ
の
よ
う
な
も
の
で
、ト

ラ
ク
タ
ー
の
運
転
席
に
画
面
を
設

置
し
、そ
こ
に
進
行
方
向
を
表
示

す
る
も
の
で
す
。自
動
操
舵
装
置

を
追
加
す
る
こ
と
で
、直
進
時
の

ハ
ン
ド
ル
操
作
を
機
械
が
自
動
で

行
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。こ
れ
に

よ
り
、走
行
の
重
複
、抜
け
が
無
く

な
り
、耕
起
、播
種
、防
除
と
い
っ

た
幅
広
い
場
面
で
作
業
を
正
確
に

行
う
こ
と
が
出
来
ま
す
。そ
の
た

の
た
め
目
視
が
難
し
く
な
る
夜
間

の
作
業
や
経
験
の
浅
い
オ
ペ
レ
ー

タ
ー
に
よ
る
作
業
も
可
能
に
な
り

ま
す
。

　

導
入
コ
ス
ト
は
お
よ
そ
2
0
0

～
3
0
0
万
円
と
さ
れ
て
お
り
、

利
用
し
て
ど
う
所
得
に
繋
げ
る
か

を
検
討
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

作
業
効
率
を
上
げ
た
分
、規
模
拡

大
を
目
指
す
、作
付
品
目
を
見
直

す
な
ど
、目
的
を
明
確
に
し
て
導

入
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

【
農
業
振
興
係　

田
中　

将
之
】

活
性
化
セ
ン
タ

活
性
化
セ
ン
タ
ーー
だ
よ
り

だ
よ
り

新
時
代
の
農
業
技
術
に
つ
い
て

▲

Ｇ
Ｐ
Ｓ
ガ
イ
ダ
ン
ス（
ハ
ン
ド

　

ル
の
横
に
進
路
を
示
す
画
面
）

Vol.
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国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保

障
だ
け
で
な
く
、
病
気
や
け
が
で

重
い
障
害
が
残
っ
た
時
な
ど
に
も

年
金
を
支
給
し
、
思
い
が
け
な
い

人
生
の
「
万
が
一
」
も
サ
ポ
ー
ト

す
る
公
的
年
金
制
度
で
す
。

『
義
務
と
権
利
』

　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の　

歳
20

か
ら　

歳
ま
で
の
全
て
の
方
は
、

60

国
民
年
金
に
加
入
し
て
保
険
料
を

納
付
す
る
義
務
が
あ
り
、
年
金
を

受
け
取
る
権
利
が
あ
り
ま
す
。

『
加
入
の
手
続
き
』

　

学
生
や
自
営
業
者
な
ど
の
第
一

号
被
保
険
者
と
な
る
方
は
、
お
住

ま
い
の
市
・
区
役
所
、
役
場
で
直

接
、
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
公
務
員
の
第

二
号
被
保
険
者
の
方
や
、
そ
の
第

二
号
被
保
険
者
に
扶
養
さ
れ
る
配

偶
者
の
第
三
号
被
保
険
者
の
方
は

勤
務
先
の
事
業
所
が
加
入
手
続
き

を
行
い
ま
す
の
で
、
個
別
の
手
続

き
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

『
保
険
料
の
猶
予
・
免
除
』

　

学
生
で
あ
る
な
ど
収
入
が
少
な

い
た
め
に
国
民
年
金
保
険
料
の
納

付
が
で
き
な
い
場
合
は
、
申
請
に

よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
・
免

除
と
な
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。
こ

の
申
請
を
行
わ
な
い
ま
ま
保
険
料

が
未
納
と
な
っ
て
い
る
と
「
万
が

一
」
の
時
、
障
害
年
金
が
受
け
取

れ
な
い
な
ど
の
思
わ
ぬ
事
態
を
招

き
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

「
学
生
納
付
特
例
制
度
」
は
、
所

得
が
な
い
学
生
の
方
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
る
こ
と

や
不
慮
の
事
故
等
に
よ
り
障
害
が

残
っ
て
し
ま
っ
た
場
合
に
、
障
害

基
礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で

き
な
く
な
る
こ
と
な
ど
を
防
止
す

る
た
め
の
制
度
で
す
。
経
済
的
な

理
由
等
に
よ
り
保
険
料
の
納
付
が

困
難
な
方
の
た
め
に
「
保
険
料
免

除
制
度
」
や
「
若
年
者
納
付
猶
予

制
度
」
も
あ
り
ま
す
。

☆
ご
不
明
な
点
は
、保
健
福
祉
課

　

住
民
年
金
係
へ
、お
気
軽
に
ど

　

う
ぞ　

☎
6
4
‐
3
3
1
3

ね
ん
き

ね
ん
き
んん
講
座
講
座

新
成
人
の
皆
さ
ん
国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を
忘
れ
ず
に

　

「
ガ
ム
シ
」と
い
う
地
名
で
最
初

に
思
い
つ
く
の
は「
ガ
ム
シ
沢
」と

呼
ば
れ
て
い
る
場
所
で
す
。

　

こ
こ
は
太
鼓
山
ス
キ
ー
場
の
す

ぐ
横
に
あ
る
小
さ
な
沢
で
、溜
池

の
上
流
は
エ
ゾ
ノ
リ
ュ
ウ
キ
ン
カ

や
ミ
ズ
バ
シ
ョ
ウ
が
咲
く
景
勝
地

と
し
て
も
知
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

キ
ト
ピ
ロ
な
ど
の
山
菜
や
ド
ン

グ
リ
が
な
る
ミ
ズ
ナ
ラ
な
ど
の
広

葉
樹
も
多
く
、た
し
か
に
ク
マ（
＝

キ
ム
ン
・
カ
ム
イ
）が
好
み
そ
う
な

場
所
で
す
。

　

　

こ
う
し
て
み
る
と
、現
在
「
ガ
ム

シ
沢
」と
呼
ば
れ
て
い
る
場
所
が

「
ガ
ム
シ
」発
祥
の
地
と
思
え
る
の

で
す
が
、
話
は
そ
う
簡
単
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

来
月
号
へ
続
き
ま
す
。

【
学
芸
員　

石
井　

淳
平
】

あ
っ
さ

あ
っ
さ
ぶぶ
文
化
財

文
化
財
情
報
情
報

ガ
ム
シ
沢
は
ほ
ん
と
う
の
俄
虫
か
？

　

毎
年
1
月
に
開
催
し
て
き
ま
し

た
恒
例
の
町
内
鹿
子
舞
交
流
会
で

す
が
、演
舞
団
体
の
出
演
都
合
が

つ
か
ず
、
や
む
を
得
ず
中
止
す
る

こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
楽
し
み

に
お
越
し
い
た
だ
い
て
い
る
町
内

外
の
皆
さ
ま
に
は
大
変
申
し
訳
あ

り
ま
せ
ん
が
、
ご
理
解
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

次
回
、平
成　

年
の
交
流
会
に

30

つ
き
ま
し
て
は
、
万
難
を
排
し
て

開
催
す
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

会
員
一
同
、
一
層
の
精
進
を
重

ね
て
ま
い
り
ま
す
の
で
今
後
と
も

宜
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

厚
沢
部
町
鹿
子
舞
交
流
協
議
会　

会
長　

浜　

谷　
　

栄

平
成　

年
新
春

29

町
内
鹿
子
舞
交
流
会

中
止
に
つ
い
て
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図書館
新　書
情   報

お
す
す
め
図
書

　

今月の簡単レシピ

　たっぷりの野菜を大根おろしとポ

ン酢でさっぱり食べられます。

　えのき茸のほか、色んなきのこ類

を使ってみるのもおすすめです。

ほほほほほほほほほほううううううううううれれれれれれれれれれんんんんんんんんんん草草草草草草草草草草ほうれん草ととととととととととと
ええええええええええののののののののののききききききききききえのきののののののののののの
おおおおおおおおおおろろろろろろろろろろしししししししししし和和和和和和和和和和おろし和えええええええええええ

食改さんのコメン
ト

【材料】

（4人分）

ほうれん草　200g

人参　50g

えのき　1袋

しらす干し　40g

大根　400g

ポン酢　大さじ1と1/2

【作り方】

①ほうれん草はさっとゆでて水に取り、

　水気を絞って３～４cmの長さに切る。

　人参は同様の長さの千切りにし、えの

　き茸は石づきを取ってざく切りする。

②フライパンを中火で熱し、人参、えの

　き茸、しらす干しを入れ、さっと炒め、

　ほうれん草を加えてさらに炒めて、皿

　に移す。

③ボウルに大根をすりおろし、軽く水気

　を切る。②と大根おろし、ポン酢を加

　え、和えたら器に盛る。

●　

月　

日　

、『
秋
の
レ
ク
森
ハ

11

27

（日）

イ
キ
ン
グ
』を
開
催
し
ま
し
た
。

●
今
年
は
例
年
よ
り
も
降
雪
が
早

く
、
観
察
会
当
日
も
一
面
雪
に
覆

わ
れ
た
中
で
の
散
策
と
な
り
ま
し

た
。雪
の
上
に
は
特
に
キ
タ
キ
ツ

ネ
や
ホ
ン
ド
テ
ン
の
足
跡
が
多
く

残
っ
て
お
り
、「
エ
サ
を
探
し
て
い

る
の
か
な
？
」な
ど
と
彼
ら
の
行

動
を
想
像
し
な
が
ら
足
跡
を
辿
っ

た
り
も
し
ま
し
た
。
教
育
林
の
最

深
部
に
あ
る
ブ
ナ
婆
さ
ん
ま
で
往

復
約
2
．
7
キ
ロ
あ
り
ま
す
が
、

時
々
雪
で
滑
り
そ
う
に
な
り
な
が

ら
、参
加
者
の
皆
さ
ん
と
初
冬
の

レ
ク
森
を
元
気
に
歩
き
ま
し
た
。

●
次
回
1
月　

日　

は
、
定
例
観

22

(日)

察
会
『
冬
の
森
た
ん
け
ん
（
ス
ノ
ー

シ
ュ
ー
歩
き
）』
を
開
催
し
ま
す
！

●
問
合
せ
先

   
教
育
委
員
会
社
会
教
育
係

　
 　
　

☎
6
4
‐
3
3
1
8

つつ
ちち
は
し
自
然
観
察
教
育

は
し
自
然
観
察
教
育
林林

観観
察察
会
の
会
の
おお
知
ら
知
ら
せせ

エネルギー　　40kcal
たんぱく質　　4.7g
脂質　　　　　0.4g
炭水化物　　　5.9g
塩分　　　　　0.9g

お
も
し
ろ
い
！
進
化
の
ふ
し
ぎ 

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
事
典

（
今
泉 
忠
明 
監
修
）

　

ざ
ん
ね
ん
な
い
き
も
の
と
は
、 

一
生
懸
命
な
の
に
、ど
こ
か
残
念
な

生
き
物
た
ち
の
こ
と
で
あ
る
…
。

　

進
化
の
結
果
、な
ぜ
か
ち
ょ
っ
と

残
念
な
感
じ
に
な
っ
て
し
ま
っ
た

1
2
2
種
の
生
き
物
た
ち
を
紹
介
。

　

思
わ
ず
誰
か
に
言
い
た
く
な
る
、

生
き
物
た
ち
の
オ
モ
シ
ロ
情
報
が

満
載
！

　

新
年
、明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！
今
年
の
十
二
支
は
、

「
酉（
と
り
）」。今
月
号
で
は
、鳥
や
動
物
の
楽
し
い
本
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

え
ぞ
ふ
く
ろ
う
の
き
も
ち

（
横
田 
雅
博 
著
）

　

北
海
道
の
自
然
を
生
き
抜
く
、
エ

ゾ
フ
ク
ロ
ウ
の
か
わ
い
い
姿
を
集

め
た
ミ
ニ
写
真
集
。

　

ヒ
ナ
の
巣
立
ち
や
独
り
立
ち
を

中
心
に
、四
季
を
通
し
て
フ
ク
ロ
ウ

の
1
年
を
追
っ
て
い
く
。

※
同
時
発
行
の「
え
ぞ
も
も
ん
が
の

き
も
ち
」
も
あ
り
ま
す
。

●
雑
誌
棚
の
表
面
に
配
置
し
て
い
る
最
新
号
は
貸
出
で
き
ま
せ
ん
が
、

　

バ
ッ
ク
ナ
ン
バ
ー（
過
去
の
雑
誌
）は
貸
出
可
能
で
す
。

　

最
新
号
を
間
違
っ
て
持
ち
帰
ら
な
い
よ
う
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
問
合
せ
先　

図
書
館（
直
通
）☎
6
4
‐
3
4
3
6

食生活
改　善
協議会

ブナ婆さんでパチリ！
雪の中を歩くのも楽しい
ですね。
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行行

１１
 
＆＆ 事事

おお

知知
らら
せせ

　

北
海
道
江
差
保
健
所
で
は
、専

門
の
医
師
や
保
健
師
を
相
談
員
と

し
て
、次
の
と
お
り
精
神
保
健
相

談（
こ
こ
ろ
の
健
康
相
談
）を
開
設

し
ま
す
。相
談
を
希
望
さ
れ
る
場

合
は
、1
月　

日　

午
前
中
迄
に

12

（木）

事
前
に
申
込
み
願
い
ま
す
。な
お
、

開
設
日
以
外
で
も
保
健
師
に
よ
る

相
談
は
随
時
対
応
し
て
い
ま
す
の

で
、お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
程　

1
月　

日　
 

17

（火）

◆
時
間　
　

時
～　

時

15

16

◆
場
所　

北
海
道
江
差
保
健
所

◆
相
談
料　

無
料

◆
問
合
せ　

北
海
道
江
差
保
健
所

　
　
　
　
　

☎
5
2
‐
1
0
5
3

○
フ
ラ
ダ
ン
ス
教
室

◆
日
程　

1
月　

日　

・　

日　

11

（水）

25

（水）

◆
時
間　
　

時
～　

時

10

12

◆
定
員　
　

名
20

◆
受
講
料　

各
2
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

各
実
施
日
前
日
迄

○
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
講
座

◆
日
程　

1
月　

日　

～　

日　

24

（火）

27

（金）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

18

30

20

30

◆
定
員　
　

名
10

◆
受
講
料　

6
，0
0
0
円

◆
申
込
締
切　

1
月
8
日　

迄
（木）

○
こ
ど
も
英
語
教
室

◆
日
程　

1
月　

日　

・　

日　

・

12

（木）

13

（金）

　
　
　
　
　

日　

～　

日　

16

（月）

20

（金）

◆
時
間　
　

時　

分
～　

時　

分

14

00

15

00

◆
定
員　
　

名
10

◆
受
講
料　

無
料

◆
申
込
締
切　

各
実
施
日
前
日
迄

『
江
差
警
察
署
フ
ェ
ス
タ
2
0

1
7　

上
ノ
国
』
の
お
知
ら
せ

in

町
立
保
育
所
と
国
保
病
院
の

臨
時
職
員
の
募
集
に
つ
い
て

　

「　

番
の
日
」の
啓
発
イ
ベ
ン
ト

110

『
江
差
警
察
署
フ
ェ
ス
タ
2
0
1

7　

上
ノ
国
』を
開
催
し
ま
す
。

in

　

イ
ベ
ン
ト
で
は
正
し
い　

番
の

110

か
け
方
を
楽
し
く
学
べ
る
寸
劇
、

警
察
官
の
制
服
や
装
備
品
を
紹
介

す
る『
ポ
リ
コ
レ
』
の
ほ
か
、
管
内

中
学
校
や
高
校
吹
奏
楽
部
に
よ
る

演
奏
、北
海
道
警
察
音
楽
隊
カ

ラ
ー
ガ
ー
ド
隊
を
招
い
て
の
ド
リ

ル
演
奏
な
ど
を
行
い
ま
す
。

　

入
場
料
は
無
料
。お
子
さ
ん
か

ら
大
人
ま
で
楽
し
め
る
内
容
で
す

の
で
是
非
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

◆
日
時　

　

1
月
8
日　
　

時
～　

時

（日）
10

12

◆
場
所　

　

上
ノ
国
町
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

◆
問
合
せ
先　

江
差
警
察
署

  
☎
5
2
‐
0
1
1
0

精
神
保
健
相
談
の
お
知
ら
せ

檜
山
地
域
人
材
開
発

セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ

働
い
て
い
る
調
理
師
の
方
へ

調
理
師
就
業
届
出
に
つ
い
て

　

調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
調

理
師
の
方
は
、
2
年
毎
に『
調
理
師

業
務
従
事
者
届
』を
提
出
す
る
こ

と
が
調
理
師
法
で
義
務
づ
け
ら
れ

て
お
り
、
今
年
が
届
出
の
必
要
な

年
で
す
。
平
成　

年　

月　

日
現

28

12

31

在
の
状
況
を
書
き
込
み
、
1
月　
15

日　

迄
に
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

（日）
◆
届
出
が
必
要
な
調
理
師
の
方

　

寄
宿
舎
、学
校
、
病
院
、
事
業
所
、

社
会
福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健

施
設
な
ど
多
数
人
に
飲
食
物
を
調

理
し
供
与
し
て
い
る
施
設
や
飲
食

店
、魚
介
類
販
売
業
な
ど
の
店
舗

で
調
理
業
務
に
従
事
し
て
い
る
方

◆
届
出
方
法

　

届
出
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
載

し
、左
記
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
届
出
も
可

能
で
す
。町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
ア

ク
セ
ス
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
届
出
・
用
紙
の
配
置
・
問
合
せ
先

○
北
海
道
全
調
理
師
会
江
差
支
部

　

江
差
町
字
新
地
町
1
0
3
の
2

  
☎
5
2
‐
2
5
8
3

○
江
差
保
健
所
企
画
総
務
課

　

江
差
町
字
本
町
6
3

  
☎
5
2
‐
1
0
5
3

北
海
道
電
力
か
ら
の
お
願
い

　

今
冬
は
、
電
力
の
安
定
供
給
に

最
低
限
必
要
な
供
給
予
備
力
3
％

以
上
を
確
保
で
き
る
見
通
し
で
す

が
、
引
き
続
き「
無
理
の
な
い
範
囲

で
の
節
電
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

町
で
は
、町
立
保
育
所
臨
時
保

育
士
と
国
保
病
院
臨
時
看
護
師
・

准
看
護
師
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

勤
務
条
件
等
の
詳
細
は
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
い
た
だ
き
、

履
歴
書
を
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の
上
、必
要
書
類

と
と
も
に
、左
記
係
へ
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
保
育
士
の
問
合
せ
は
、生
活
環

　

境
係（
☎
6
4
‐
3
3
1
9
）へ

◆
看
護
師
の
問
合
せ
は
、国
保
病

　

院（
☎
6
4
‐
3
0
3
6
）へ

運
転
免
許
更
新
時
講
習

江
差
町
文
化
会
館

○
1
月　

日　
12

（木）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
違
反
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

14

15

16

15

○
1
月　

日　
24

（火）

◆
優
良
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時　

分

13

13

30

◆
一
般
運
転
者
講
習

　
　

時
～　

時

14

15

◆
初
回
運
転
者
講
習

　
　

時　

分
～　

時　

分

15

45

16

45
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　育児・介護休業法が１月１日から改正施行され、より育児・介護と仕事の両立がしやすくなります。

　主な内容は次のとおりです。

　①介護休業が３回を上限として分割取得可能（通算93日）

　②介護休暇・看護休暇が半日単位で取得可能

　③介護のための所定労働時間の短縮措置（選択的措置義務）が

　　介護休業とは別に利用開始から３年の間で２回以上利用可能

　④介護のための残業免除が新設

　⑤有期契約労働者の育児休業・介護休業の取得要件の緩和

　（取得できる対象者が拡大）

　⑥上司・同僚からのいわゆるマタハラ・パタハラ等を防止する

　　措置を義務づけ　等

　なお、改正内容の詳細は厚生労働省北海道労働局ホームページ

（http://hokkaido-roudoukyoku.jsite.mhlw.go.jp）でご確認ください。

※診療日は予定であり、医師の出張などで変更する

　場合もあります。事前に病院にご確認ください。

※眼科診療は事前に予約していない方も診療日当日

　の予約に余裕があれば、受診が可能な場合もあり

　ますので、お問い合わせください。

〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔無無無無無無無無無無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料料料料料料料料料料送送送送送送送送送送送送送送送送送送送送迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎迎ババババババババババババババババババババススススススススススススススススススススののののののののののののののののののののごごごごごごごごごごごごごごごごごごごご案案案案案案案案案案案案案案案案案案案案内内内内内内内内内内内内内内内内内内内内〔無料送迎バスのご案内〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕

午前・・・   8時30分～11時30分
午後・・・ 13時30分～15時00分

受  付
時  間

１月の外来診療

※予約受付時間（定期患者のみ）13時00分～16時00分
※年末年始のお休みは、12月29日～1月3日です。

午前・・・ 8時00分～11時30分（初診の人は9時00分～）
午後・・・13時00分～14時30分

受付
時間

　　　　★★★ 職員募集のお知らせ ★★★

　臨時および看護師職員、臨時看護助手を常時募集中！

　離職者でも、正職員として再就職可能です。

　詳しくは、総看護師長 中野へ【緯５２－００３６（内線２０２）】

　助産師、薬剤師、臨床工学技士も募集中！

　今後の職員試験実施予定日は、1月21日（土）です。

　北海道病院管理室ホームページでご確認願います。

※診療日や担当医は予定であり、変更になる場合があり
　ます。事前に病院へ確認の上、受診してください。

　国保病院と館・鶉地区を往復する無料送迎バスを　

下記のとおり運行していますので、ご利用ください。

　　　　　  停車場所　　　      　   出発時間
　　 ① 旧館診療所前　　　　　午前8時30分

　　 ② 館地域振興センター  午前8時30分過ぎ

　　 ③ 鶉学校前バス停　　　　午前8時50分

　　 ④ 鶉地区研修センター  午前8時50分過ぎ

　　 ⑤ 国保病院　　　　　　　午前9時10分
※帰路は利用者全員の診療が終わり次第出発します。

（帰路順：国保病院⇒館地区⇒鶉地区）

週２回（火・木曜日）運行日

行　

程

国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保病病病病病病病病病病病病病病病病病病病病国保病院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院院〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔〔緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯緯666666666666666666664444444444444444444464---------------------333333333333333333330000000000000000000033333333333333333333303666666666666666666666〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕〕診診診診診診診診診診診診診診診診診診診診療療療療療療療療療療療療療療療療療療療療予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予診療予定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定定

１月の外来診療

１月１日
から施行 育児・介護休業法および

男女雇用機会均等法が改正

＜パタハラの具体例＞

診 療 日診 療 科
午前　月～金曜日整 形 外 科

午前　月～金曜日
午後　月・金曜日循 環 器 内 科

午前　月～金曜日
午後　火曜日

消 化 器 内 科

午前　金曜日
午後　木曜日呼 吸 器 内 科

午前　火～木曜日 （外科は13日のみ）総合診療(外科)

午前　月～金曜日 （午後の受診は要連絡）小 児 科

午前　月～金曜日
午後　水曜日

泌 尿 器 科

午前　月～金曜日
午後　月曜日精 神 科

午前　月曜日～金曜日産 婦 人 科

午前　4・11・12・17・18・25・26・31日
午後　11・25日

耳 鼻 咽 喉 科

午前　12・19日（予約以外は10時迄に受付）
午後　11・18・25日

眼 科

午前　火曜日皮 膚 科

終日　6・20日神 経 内 科

休 診 日診 療 日診 療 科

3日（火）～5日（木）
土～日・祝祭日

月曜日～金曜日
内 科
外 科

3日（火）・4日（水）
31日（火）
月・木～日・祝祭日

10日（火）・11日（水）
17日（火）・18日（水）
24日（火）・25日（水）
〔事前予約必要〕

眼 科
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樺
樺

戸 籍 の 窓
（12月20日届出分まで）

町の人口

前月からの
人口増減人口女男世帯

（－2）2,4001,2641,1361,180下地区

（±0）711359352341鶉地区

（－2）999521478479館地区

（－4）4,1102,1441,9662,000全　町

平成28年11月末日現在

新　町　飴谷　貞雄さん（94歳）11/25

上　里　佐藤　富嗣さん（77歳）12/17

館　町　伊勢谷トキさん（93歳）12/17

おくやみもうしあげます

厚沢部町ふるさと納税寄附状況

4件今月の寄附件数

50,000円今月の寄附金額

24件
平成28年度
寄附件数累計

760,000円
平成28年度
寄付金額累計

5，690,000円前年度寄付金額

（12月20日申込分まで）

善
意
感
謝
致
し
ま
す

●
―
社
会
福
祉
協
議
会
へ

☆
御
香
料
の
お
礼
に
代
え
て

　

新
町
・
飴
谷
カ
ツ
ヱ
さ
ん
か
ら

5
0
，0
0
0
円

●
―
ふ
る
さ
と
づ
く
り
寄
附
金

　

相
模
原
市
・
法
政
大
学
現
代
福

　

祉
学
部
2
年
生（
学
園
祭
出
店

　

「
カ
ン
ペ
シ
ー
ノ
あ
っ
さ
ぶ
」収

　

益
金
）よ
り
） 
1
0
，0
0
0
円

おたんじょうおめでとう！

厚沢部町交通事故死
ゼロ記録簿

日２３７連続

平成28年12月20日現在

 ☆☆☆南部桧山清掃センターからのお知らせ☆☆☆　
　1月14日（土）・28日（土）は休日のため、施設への搬入はできません。
　ごみ収集カレンダーにも掲載していますので、ご確認ください。

問い合わせ先：南部桧山清掃センター（緯53-6301）　

新　町　中　山　 也馬斗 くん  11/16
やまと

　  　 （博之さん・麻美さんの子）

 『飲酒運転をしない、
させない、許さない』 

▲ふるさと厚沢部町を応援を！
詳しくは町ホームページ
http://www．town.assabu.lg.jp

ご確認ください 

いつまでもおしあわせに！

若　佐　慎　吾さん　八雲町
鳥谷部　尚　美さん　赤沼町樺

65歳以降の定年引上げや継続雇用制度の
導入を検討している事業主の皆さまへ

電話番号病院名当番日
64‐3036厚沢部町国保病院1日（祝） 

52-0036道立江差病院2日（祝） 

52-1070佐々木病院3日（祝） 

62‐2331乙部町国保病院8日（日） 

52-1366勤医協江差診療所9日（祝） 

55-2017上ノ国診療所15日（日） 

52-0036道立江差病院22日（日） 

52-0036道立江差病院29日（日） 

休
日
当
番
医
に
つ
い
て

　

急
遽
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
予
め
確
認
願
い
ま
す
。

（
受
付
時
間
9
時
～　

時
）

17

平成28年分所得税等の確定申告と
確定申告書にマイナンバーの記載が始まります
　２月16日（木）より『平成28年分の所得税及び復興特別所得税の確定申告
の相談及び申告書の受付』を行います。確定申告書は、国税庁ホームページ
の「確定申告書等作成コーナー」で作成することができ、給与所得や年金所
得のみの方専用の操作しやすい画面もありますので是非ご利用ください。
　また、今年から申告をする方や扶養親族の方などのマイナンバーの記載
が必要になります。確定申告書を提出する際には、申告者の本人確認書類
の提示か写しの添付が必要になりますので、事前にご準備ください。

　【本人確認書類の例】

（１） 郵送等の場合

例１）マイナンバーカード（表面及び裏面の写しの添付が必要） 

例２）通知カード＋運転免許証か被保険者証等（両方の写しの添付が必要）

（２） 税務署窓口で提出する

　上記（１）の例１及び例２の書類の提示により本人確認が可能

　【問合せ先】　江差税務署（江差町字姥神町167番地1　TEL 52－0078）

※外国人住民を含む

　【問合せ先・ご相談・申請等について】
独）高齢・障害・求職者支援機構  北海道支部（TEL 011－622－3351）
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発行　厚沢部町総務政策課政策振興係
〒043-1113　檜山郡厚沢部町新町207番地
TEL 0139-64-3311　FAX 0139-67-2815

あととがきき
▼

「

2

0

1

6

（

平

成

2

8

）

年

は

ど

ん

な

一

年

で

し

た

か

？

」

こ

れ

ま

で

の

自

分

は

年

の

瀬

に

な
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と

「

来

年
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〇
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な

一

年

に

し

よ

う

」

と

翌

年

の

抱

負

は

考

え

る

も

の

の

反

省

や

ふ

り

返

り

は

し

て

い

な

か

っ

た

。

今

回

、

2

～

3

頁

の

新

春

特

集

『

行

く

年

あ

っ

さ

ぶ

の

一

年

』

を

作

成

す

る

に

あ

た

り

広

報

を

何

度

も

読

み

返

す

と

出

て

く

る

の

は

反

省

ば

か

り

。

広

報

担

当

2

年

目

を

迎

え

る

本

年

は

締

切

に

追

わ

れ

な

い

よ

う

文

章

や

レ

イ

ア

ウ

ト

技

術

を

向

上

さ

せ

て

時

間

と

心

の

余

裕

を

生

み

出

し

、

町

民

の

生

の

声

を

よ

り

伝

え

る

た

め

更

に

多

く

の

現

場

に

出

向

き

た

い

。

▼　

頁

の

『

小

さ

な

優

し

さ

』

11

は

中

学

3

年

・

渡

辺

さ

ん

の

作

文

。

そ

こ

に

は

国

保

病

院

の

ス

タ

ッ

フ

が

『

患

者

の

心

に

寄

り

添

い

患

者

が

何

を

望

ん

で

い

る

の

か

何

を

す

れ

ば

嬉

し

い

の

か

』

を

常

に

考

え

行

動

し

て

い

る

様

子

が

書

か

れ

て

い

た

。

『

相

手

目

線

』『

思

い

や

る

心

』

言

葉

に

す

る

の

は

簡

単

だ

が

容

易

に

で

き

る

事

で

は

な

い

。

渡

辺

さ

ん

も

親

身

に

寄

り

添

う

介

助

員

の

優

し

さ

に

気

付

き

感

謝

の

気

持

ち

が

素

直

に

書

か

れ

て

い

た

。

介

助

員

と

渡

辺

さ

ん

が

持

つ

「

優

し

さ

」

と

「

行

動

（

表

現

）

力

」

に

感

動

。

本

年

の

私

の

モ

ッ

ト

ー

と

す

る

。

▼

「

皆

さ

ん

は

ど

ん

な

年

に

し

た

い

と

願

っ

て

い

ま

す

か

？

」

皆

さ

ん

に

と

っ

て

『

広

報

あ

っ

さ

ぶ

』

や

『

町

ホ

ー

ム

ペ

ー

ジ

』

が

役

に

立

つ

情

報

源

、

身

近

な

存

在

と

な

る

よ

う

努

め

ま

す

の

で

本

年

も

ご

愛

顧

の

程

よ

ろ

し

く

お

願

い

し

ま

す

。（

三

）

Ｈ　Ｐ◇http://www．town.assabu.lg.jp

E‐Mail◇info-soumu＠town.assabu.lg.jp
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厚
沢
部
町
の
魅
力
を
写
真
で
伝
え
る『
第
6
回
フ
ォ
ト

コ
ン
テ
ス
ト　

あ
っ
さ
ぶ
』（
教
育
委
員
会
主
催
）の
表
彰

in

式
が
、　

月
3
日　

に
行
わ
れ
、6
名　

点
の
応
募
作
品
の

11

（祝）

13

中
か
ら
、最
優
秀
賞
に
小
菅
正
勝
さ
ん（
緑
町
）、優
秀
賞
に

鹿
能
正
治
さ
ん（
富
栄
）、教
育
委
員
長
賞
に
干
山
雄
人
さ

ん（
鶉
町
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。最
優
秀
賞
の
小
菅
正
勝
さ

ん
は「
レ
ベ
ル
の
高
い
作
品
ば
か
り
で
選
ば
れ
る
と
は

思
っ
て
い
な
か
っ
た
。非
常
に
嬉
し
い
」と
写
真
の
次
男
・

陽
太
君（
小
4
）と
と
も
に
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

最優秀賞「じぃーっとしてろよ」小菅正勝さん

教育委員長賞「雲海」干山雄人さん

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

優秀賞「元気な92歳」鹿能正治さん

寛

感

幹

慣

干干干干干干干干干干干干干干干干干

干干干干干干干干干干干干干干干干干

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患

患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
患
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